
  

文化の秋に思う 
 
悲惨な戦争と報復の様子が連日のように

映し出され心が痛みます。改めて政治の力

や負の連鎖を断ち切るための教育の重要性

を感じます。日本史では、平安な世を迎え

ると、様々な文化が花開きました。その度

に、人々は平安を願いながらも為政者に抗

うことができず「世のはかなさ」を詠んで

います。明治期に入り学校教育が始まって

もなお戦争を避けることができませんでし

た。政治や教育のあり方によって国の命運

は左右されるように感じます。 

子どもに何を伝え残すか 

先日、歌手の谷村新司さんの訃報が流れ

ました。音楽活動を通して日本と中国の懸

け橋となり中国の歌謡シーンを変えただけ

でなく、中国の人々の日本へのイメージを

好転させた開拓者でもあります。生前の言

葉「その国に一人でも好きな人がいれば、

その国のことが好きになる。」が心に残り

ます。音楽、スポーツ、芸術・芸能などの

文化交流は、国境や民族を越え、蒔かれた

種がやがて平和への大きな礎に育っていき

ます。和平を願う人々の強い意識、豊かに

育んできた文化の存続への気運の高まりに

よって平和な時代が築かれることを願わず

にはいられません。 

 

 

 

 

 

若者の読書離れ？！ 

食欲の秋本番ですが、体だけでなく心に

も栄養を蓄えてほしいと思います。そのも

ととなるのが読書です。最新の文科省によ

る調査（R4）で、「１か月に１冊も本（含

電子書籍）を読まない人の割合」を調べた

ところ、10歳時にそれが1割であった人達が

21歳現在では６割に増えているという結果

が明らかになりました。その背景として、

SNSや動画交流サイトの普及があるとの分

析。別調査でメディア別で「情報の正確

性」の印象や評価を聞いたところ、新聞約

50％,テレビ40％,ネット20％という結果

に。新聞やテレビをあまり見ずネットに依

存する若者や子どもが増え、自動的・受動

的にレコメンド（趣向に応じて推奨）され

た情報ばかり数多く目にするうちに視野が

狭まったり、有害情報に誘導されたりする

など弊害も少なくないと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

人生の豊かさにつながる読書を 

幼少期の読書は、子どもの感性や想像

力、豊かな世界を広げ、頭や心を働かせる

ことに役立つ等、生涯の宝物になります。 

最近は図書館も、レコメンド機能が強化

されており、うろ覚えの題名やなんとなく

読みたいジャンルを相談すれば司書さんが

丁寧に探したり薦めたりしてくれます。 

学校では、幼少期の「読み聞かせ」が、

本好きの子どもの育成につながると考え、

ボランティアさんの力をお借りしながら、

児童、先生も読み聞かせに加わり、読書習

慣や環境づくりに取り組んでいます。秋の

夜長、ご家庭でもお子さんと一緒に、本の

主人公の喜怒哀楽に心重ねたり、レアな生

き物を調べたり、絵本の世界に浸ったりす

るのもまた、心楽しく贅沢な過ごし方では

ないでしょうか。  
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２日（木）校内研究会 (下校 13:20) 

  ３日（金）文化の日 

  ７日（火）避難訓練（津波想定） 

 １０日（金）研究会（下校 14:30） 

１５日（水）郡連合音楽会(５・６年) 

２２日（木）ノーメディア週間（～２８日） 

２３日（金）勤労感謝の日 

２９日（水）学習発表会（1・6 年 13:10～13:55） 

１１月の主な行事予定 

 

 

リースづくり（１年） 

脱穀（５年） 

郡体壮行会の運営（３年） 

修学旅行（６年） 
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読書に親しむ

（保護者）

読書に親しむ

（児童）

よく ときどき あまり ない

学校生活アンケートの結果について（前期） 

まち探検（２年） 

ビーチプロジェクト（４年） 

全ての児童が「学校が楽しい」と感じられることを目指して、困ったことをいつでも

相談できる雰囲気や人間関係づくりに努め、いじめアンケートなどを実施していま
す。お子さんのことで気がかりなことがあればいつでもご相談ください。 

96%以上の児童が肯定的に答えています。楽しい学校や学び合いの土台となる仲間づ
くりのため、人権教育や集団遊び、相談活動などに引き続き取り組んでいきます。 

児童は 90%以上が「わかる」と答えています。しかし保護者の結果からは「理解でき
ていないのでは」と感じられる場面もあることが分かりました。「わからない」こと

を伝えたり、教え合ったりする活動を多く取り入れ児童の思いに寄り添った指導を心
掛けていきます。 

児童の読書について、保護者との意識の差が一番大きく表れた項目です。朝読書に留

まらず、読み聞かせや推奨図書の紹介、週末読書やノーメディア期間の設定など取組
を実施していきます。ご家庭での親子読書にご協力をお願いいたします。 

一部抜粋してお知らせします。 （9月末に詳細をメール配信済） 


